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まで異常が見られなかった｡
我々は又､常磁性Cs3CoClS(TN=0.527K)に対して､定常磁場 とパルス磁場と
の重ね合わせによってスピン系の断熱消磁冷却をおこなった｡その際､パルス磁
場の掃引を速くすると故気的秩序の形成にともない､磁化の噂現に対する遅れが
負故化として観測される｡今回､ミニアチュアコイルにより周期24FLS､振幅2T
程度の高速パルス磁場を発生させ､負磁化状態における緩和を更に追求した｡そ
の結果､磁場掃引の過程及びパルス磁場印加直後にも故化の急激な変化が観測さ
れた｡この様な異常は負温度状態に特有のフォノンなだれと関連していると思わ
れる｡
更に､2段階のステップ的な磁化過程を示すCoC12･2H20について高速パルス磁
場を使うとステップは 1つになまり､かつその立ち上が りは低畝喝側に移るとい
う結果を得た｡
Ⅹ線 回折 法 に よ る(NH一)28eF4不善 合 相 に対 す る電 場 効 果の研 究
長 田 誠
現在 まで に多 くの物 質で､ 溢 度 ･圧力 ･電場 ･磁 場な どの 外鳩 を変 化 させ
る と､ あ る基本 構造 に対 して不 整合 な構造が 出現 す るこ とが知 られ て い る｡
結 晶 構造 それ 自体が 変 調 され る誘 電 休は､ 不整 合 な 変訴構 造 か ら よ り対称 性
の 高 い整 合構 造 へ 相 転移 して強 誘 電性 ･強 弾性 な どの興味 あ る物性 を示 す｡ 整
令-不 整合相 転移 機 構 に関 す る理 論 的研究 も精 力 的 にな され､ 現 象論 的 アプ ロ
ー チ､ 競 合 す る相 互 作 用 をもつ モ デ ル (例 えば､ A相打Ⅰモ デ ル )な どが､ それ
ぞ れ ある程 度の 成功 を納 め て い る｡
(NH一)28eFiは室 温 (対orlal相 )で常 誘電性 を示 すが､ 温 度 を下 げ る と不
整 合 相を経 て a軸方 向 に 2倍 に変 調 され た整合 相 へ 相転 移 し､ b軸 方 向 に自
発 分 極 を持 つ強 誘電 休 とな る｡ Shibaandlshibashiは､ 対ortal一不整合 相
転 移 が 1次 転 移 とな り うるモ デ ル を漣唱 し､ か つ 自由エ ネ ル ギー に高 粥波成
分 を取 り入 れ る こ とに よって｣ 電 鳩十温度相図 内 で の変調 の様 子 を謙 論 したが､
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過去 にこの理 論 と比 較 で きる実験 はなか った｡
我 々は温 度及 び 電場 を変 化 させ､ 群ortal,不整合 ,整合 名相の構造的特
殻 を Ⅹ線 回折 法 を用 いて研究 した｡ その結果､ 不整 合相 内で観沸 され た強 い
3次 の衛 星 反 射 の 存在 は､ 高 調波成分の必要性 を横 島的 に支持 してい る｡
一方､ Nom al一不整合 相転移は 2次相転移 で あ るこ とを検証 した｡ 変 調構造の
温度 ･電場依存 性 に関 す る情報 は､ これ まで誘電車 淵定で決 め られ た相境 界の
みで あっ たが､ 今 回､ 不整合 相の衛星反 射及び 打orlal相 の 散浸散乱の波数変
化 を加 え た電場 一泡度 相図 を完成 した｡ 整合一不整 合 転移 点近 傍を除 い て､ 等
変調 波数 曲線 は ほぼ 電 場軸 に平 行 であるが､ 電 場 の上昇 につれて高滋 側 に屈
曲す る｡ 打州 02,SC(約 2)2 の変調波 数にもみ られ る同様の 傾向 は､ 誘電 体の不
整合 構造が 示 す 一般 的 な特徴 と考 え られ る｡
ダイヤモンド焼結体アンビルによる超高圧下での高塩発生
仁田脇 註一月i
従来､20GPaを越える圧力領域で高温を同時発生しての物質合成と insitu
X接回折は､ダイヤモンドアンビルによらなければ成し得ないものであった｡こ
の場合､レーザー加藤Ctよるため温度のesti打ationが困薄であ9､また微小な試
料空間に大きな圧力 ･温度分布が存在するため､回折バターンが複雑になっそし
まう傾向があった｡我々の研究室でくま以前からダイヤモンド焼結体アンビルによ
る高圧発生を進めており､これを基に今回､高塩高圧実崇の圧力領域拡大､試料
休積の増大及び正確な温度測定を目指して､担高圧下での高塩発生とそれによる
物質の高圧相合成を試みた｡
まず､圧力領域の拡大の租点から､ブリッジマンアンビル型に加工したダイヤ
モンド焼結体を立方体圧接体中に対向させる6-2加圧方式により40GPa迄の
圧力を発生させ､その下で試料を加熟した｡この方法では真の圧力発生部分全体
が発熱体となるため､高温下での圧力のestiAlationに問題があり､期待した圧力､
温度条件が達成されていたか疑問の残るところであるが､石英(α-quartz:siO2)
を出発物質にその高圧相であるスティショバイトを合成することができた｡
次に､試料体積の増大､発生圧力の均質性及び再現性､より正確な温度測定を
目的に､立方休に加工したダイ･ヤモンド焼結体を6-8加圧方式の第二段アンビ
ルに使用し､30GPa迄の圧力領域での高塩発生を試みた｡この場合には､熱電
対の指示で750℃迄温度を上げることが出来､ダイヤモンド焼結体アンビルは
何の損僅も受けなかった｡ここで､熱電対の零接点はダイヤモンド焼結体アンビ
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